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ここにも科学

【適応事例1 ：高速アクチュエータを用いた高速載荷試験】
自動車の足回りの性能は、走行時の車体挙動の制御・操
縦安定性、乗り心地などに大きく影響する。とくに車体とタイ
ヤを繋ぐダンパーは路面からの入力を直接受け、衝撃を吸
収する重要な機能を果たしている。また、ダンパーは自動車
のほかに鉄道や宇宙航空分野など様々な分野で使用されて
いる。当社ではＭＴＳ社製の高速アクチュエータを使用し、
専用の治具を製作することで、最大1000mm/secまでの
実機使用条件を模擬したダンパーの減衰力の測定を行って
いる。また、環境槽を設けることで、高温、低温環境下での評
価、ダンパーに対して横方向の荷重を負荷しながらの減衰
力測定などの条件も可能である。図2は自動車用ダンパー
の減衰力測定の装置構成およびアウトプットの一例である。

プロペラやタービンブレードなどは、実環境で複雑な方
向から外力を受け使用されている。当社では複数台のアク
チュエータによる同期負荷入力により、実環境を模擬した
剛性・強度試験の評価を可能としている。そのため、実環
境を模擬するために装置の構成や治具の形状などの検討
が必要となる。加振の波形はランプ波、正弦波、三角波、実
働波なども可能である。図3はプロペラ翼の3軸負荷試験
イメージ図である。取得した情報は製品の開発段階におけ
るデータ取得、蓄積やFEMモデルの検証、実機で発生し
た破壊の再現確認などに用いられる。

昨今、航空機や自動車などに用いられる高機能構造体に対
する耐久性評価のニーズは多様化・高度化しており、従来手法
では再現が困難な複雑な荷重条件や高速加振などの実使用環
境に近い試験条件への要求が高まっている。さらに自動車、航
空宇宙、土木など分野によって評価対象のサイズは様々であり、
それに伴い評価に必要とされる荷重、変位や速度なども異なる
（図1参照）。
当社では、多様なお客様のニーズに応えるべく可搬型の電気
油圧サーボアクチュエータを用いて、実体品が実環境で受ける
外力や環境を模擬した再現試験を実施している。本稿では、Ｍ
ＴＳ社製の高速アクチュエータを用いた高速加振や、アクチュ
エータを複数台用いた多軸試験の一部事例を紹介する。

【当社での油圧サーボアクチュエータの歩み】
当社では1986年コベルコ科研設立時、10kNジャッキタイ

プ疲労試験機を導入し、次いで1989年に200kNジャッキタイプ疲労試験機、1995年の阪神淡路大震災における耐震性評価
のニーズから1996年には400kN高速疲労試験機を導入した。いずれも耐震性能を必要とする大荷重・単軸試験などで社会イ
ンフラ分野における評価に活用してきた。2000年以降では自動車の足回り部品など小型・中型の部材を対象として複数軸や複
数台を必要とする試験構成などのニーズを受け2kN ～ 30kNクラスの可搬型疲労試験装置の拡充を図り、モビリティ分野におけ
る評価に活用してきた。
最近ではさらに航空・宇宙・造船業界まで多用途に適用範囲を拡大している。

今も活躍している当社のロングラン技術や製品をご紹介
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本稿で紹介した事例以外でも、お客様の製品開発の段階から課題解決を幅広くサポート支援することが可能である。引き続き
お客様のニーズに応えるべく高度な試験技術を提供できるように努めてゆきたい。

白と黒が織りなす
奥深き世界

一般にバーコード（一次元シンボルあるいは二次元シンボル）
と呼ばれる、わずか数センチ四方の白黒模様。この中にどんな情
報がどれだけ詰め込まれているのか、私たちが普段その「中身」
にまで思いを巡らせることは少ない。しかし、ひとたびリーダーに
かざすと、そこには商品名や価格だけでなく、在庫状況や物流の
追跡データといった多角的な情報が含まれていることが分か
る。かつては単なる「値札」の代わりに過ぎなかったこの縞模様
は、今や多量のデータを凝縮した「情報のカプセル」へと進化し
つつある。
「実はバーコードの原理は、驚くほどシンプルなんです」――
そう語るのは、自動認識技術の標準化・規格管理を担う日本自
動認識システム協会（JAISA）の主任研究員・藤田眞二氏。根幹
にあるのは「光の反射」という基本的な物理法則だという。「黒い
部分は光を吸収し、白い部分は光を反射します。この明暗をセン
サーで読み取り、0と1のデジタルデータに変換する。つまり
バーコードとは、情報を黒と白のインクに置き換えるという極め
てアナログな技術だともいえるわけです」。
1940年代にアメリカで原型が発明されたバーコードは、日本

でも1980年代半ばのコンビニ導入を機に普及。レジの打ち間
違いを防ぎ、作業者の負担まで軽減できることから、情報化社会
に不可欠な技術としてすぐに定着を果たした。そして時代が進む
につれ、社会のニーズはさらに膨れ上がる。「産地は？」「賞味期
限は？」「製造工程は？」―。「より多くの情報を、限られたスペー
スに詰め込みたい。この切実な欲求こそが新たな技術革新の

原動力となりました」と藤田氏。その代表例が、1994年に生み
出した二次元シンボル「QRコード」だ。縦・横の『面』を使った表
現により、情報量は従来の20文字程度から、一気に数千文字
にまで拡大。また過酷な製造現場でも耐えうる高い信頼性も、こ
の方式が世の中に広まるのに大きな役割を果たした。
そして近年、バーコードから派生した技術はさらに広範囲で
活躍中だ。たとえば一部の地下鉄では、QRコードを用いたホー
ムドアの制御が実施されている。これは車両の窓に貼られたシン
ボルをカメラが読み取り、車両種別やドア位置を瞬時に判別し
てホームドアの開閉を連動させる仕組みだという。また行政から
の通知に添えられた「SPコード」を使えば内容を音声で読み上
げてもらうことができ、こちらも行政文書のバリアフリー化に
一役買っている。これらの技術に共通するのはコスト面の低さ。
高価なシステムを導入せずとも、シールたった一枚でさまざまな
目的を実現できるのは大きな利点と言えるだろう。
では今後、このバーコード技術はどのように発展していくのだ

ろうか。「これほどシンプルかつ信頼性の高い出力手段は存在し
ません。このため、より小さなスペースにいかに多くの情報を集
約するか、この方向でさらに多くの試行錯誤が繰り返されていく
はずです」と藤田氏。実際、赤外線でのみ読み取り可能な「ステ
ルスバーコード」や、色や濃淡を要素に加えることで情報量のさ
らなる増加を図る「カラーバーコード」といった次世代技術も
徐々に広がりつつあるという。
このように考えると、白と黒で描かれたバーコードは、複雑な
データを効率的かつ確実に伝えるために人類が辿り着いた究
極の「工学デザイン」の一つだとまで思える。私たちの生活の至
る所に潜む小さな「情報のカプセル」。確かに私たちの肉眼では、
そこに刻まれた内容を直接読むことはできない。しかし、この簡
素な白黒模様をじっと見つめると、少しでも多くの情報を詰め込
もうと心血を注いできた技術者たちの知恵の足跡を、その奥に
しっかりと感じ取れるに違いない。

【取材協力】
一般社団法人日本自動認識システム協会

【適応事例2：複数台の油圧サーボアクチュエータを用いた多軸試験】

油圧サーボアクチュエータを用いた
動的試験適応事例

技術再発見

技術本部 機械・構造センター 構造技術部 構造疲労技術室　赤尾　知洋

自動車用ダンパー減衰力測定装置の構成および
アウトプット例

図2

プロペラ翼の3軸負荷試験イメージ図3

試験機容量と実体品の適用イメージ図1

バーコード

一次元シンボルの構造

バーコードリーダーの読み取り原理

幅が変化する平行か
つ長方形のバーとス
ペースの配列によっ
て、情報をコード化し
たシンボルである。

シンボルに自身が投射した光の乱反射
（拡散反射）を利用して読み取りを行う。
したがって、一定の反射率を確保するため、
バーコードは白い紙に黒い線で表示される
ことが多い。
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※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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